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地域の課題・難題になんでも挑戦！協働の地域づくり

一般社団法人筆甫地区振興連絡協議会
ひ っ ぽ

　暮らしを支える｢守り｣の活動から、新たな生業づくりや移住者受け入れなどの｢攻め｣の活動まで、興
味関心ある住民とともに、多様なチャレンジに取り組まれています。地域運営組織という場の活かし方と
その設えのポイントを、10年あまりの協議会の歩みから学び取ってもらいたいです。
　今後、人口減少と高齢化が一層進む中で、地域内外に担い手を広げながら、どのように地域運営のメ
リハリをつけていくのか、次の大きな挑戦に向き合い始めていると考えます。 

　平成22年度に丸森町から筆甫まちづくりセンターの指定管理を受けたことを契機に、地域住民自ら
が住み慣れた地域で安全・安心に自分らしく暮らすことができる地域社会の構築を目指し事業を開始。
　地域の重要課題であった獣害対策としてイノシシ対策、高齢者の困りごとを解決する｢お助け隊｣、特
産品である｢へそ大根｣のブランド化、買い物弱者対策として店舗の開設、ガソリンスタンドの事業承継
など、暮らしやすい地域を住民自らがつくり続け、｢地域の自立｣や｢持続可能な社会の形成｣を具現化し
ている。 

審査講評

評価のポイント
▶ 東日本大震災、台風災害を経験し、10年あまりの時間をかけて地域のことをみんなで考え、公民館活
　動を下地にしながら一生懸命に向き合っている点。
▶ 地域運営組織を、多様なチャレンジを通して地域の経験値を上げ、｢多様な打ち手｣を増やしていく場
　としての 位置づけがなされている点。

宮城県丸森町
まる もり まち

宮城県丸森町
まる もり まち

総務大臣賞

審査委員のコメント

取組の概要

　筆甫地区振興連絡協議会は、地域運営組織として地域に暮らす住民一人
ひとりの暮らしをより良くするために、
①住民の協力を得るため、筆甫地区振興連絡協議会の存在・意義を周知し続ける。
②地域課題解決への挑戦を通して、地域の経験値を上げる。
③多様な地域課題解決への挑戦を、興味関心を持つ住民と取り組む。
④専門家などの外部の力を地域に入れることや、地区内に新たな主体を創出する。
　以上の4点を大切にしながら、さまざまな事業に取り組んでいます。今後
も地域の暮らしを良くする事業を展開しながら、将来的に筆甫地区への移
住につながるよう地域外との連携を強化していきたいと思います。
審査による現地調査でのヒアリング対象者

庄司 一郎さん ［一般社団法人筆甫地区振興連絡協議会 代表理事］ 吉澤 武志さん ［一般社団法人筆甫地区振興連絡協議会 事務局長］ 

団体名　　　一般社団法人筆甫地区振興連絡協議会
所在地　　　〒981-2201 宮城県伊具郡丸森町筆甫字和田80番地2
連絡先　　　ＴＥＬ：0224-76-2111 ＦＡＸ：0224-73-6008
　　　　        E-mail：hippo-kou@town.marumori.miyagi.jp　
　　　　        URL： https://www.facebook.com/marumori.hippo/

自治体・団体の詳細は
こちらからご覧いただけます。

取組のKEY PLAYER

地域住民の協力と挑戦心が生んだ成功。

地域内外の連携強化によって、移住者の増加を実現したい。

住民待望の｢ひっぽのお店｣。地区住民が集まる憩いの場にもなる。

毎週1回、高齢者宅を周る移動販売。地域住民の買い
物支援と見守りを兼ねる。

特産品のへそ大根づくり。体験会には地域外から多く
の人が参加する。

地域唯一のガソリンスタンドを事業承継。暮らしのライ
フラインを守る。

地域でできる獣害対策。地域自らイノシシを捕獲。

吉澤 武志さん
[一般社団法人筆甫地区振興連絡協議会 事務局長]

庄司 一郎さん
［一般社団法人筆甫地区振興連絡協議会 代表理事］

宮城県丸森町

令和５年度過疎地域持続的発展優良事例表彰リーフレットより転記

全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま
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団体名　　　山古志住民会議/ネオ山古志村（山古志DAO）
所在地　　　〒947-0204 新潟県長岡市山古志竹沢甲2835番地
連絡先　　　URL：https://nishikigoinft.com/

自治体・団体の詳細は
こちらからご覧いただけます。

新潟県長岡市
なが おか し

新潟県長岡市
なが おか し

　中越地震による被災、平成の大合併による市町村合併を契機に住民主体の地域づくりの機運は
高まる一方で、少子高齢化をくいとめることができなかったが、物理的制約を解放するデジタル技
術に可能性を見出し、取組を開始。
　ローカルの価値を最大限に広げるのがデジタルであると考え、NFTを｢デジタルアート×電子住
民票｣として活用し、NFTを接点とした共同体を形成し世界中から知恵や資源、独自資金を集め、
地域を存続させる挑戦をしている。 

デジタル村民、初帰省（2021.12）。

発行から1年の節目に開催したオフ会＠東京。

デジタル村民との数々のアクション。

山古志住民・デジタル村民が参加した中越地震
10.23追悼式。

07 08

NFT×限界集落 ～デジタル村民と挑戦する新たな村づくり～

山古志住民会議/ネオ山古志村
（山古志DAO）

やま こ し

　人口約800人の地域から、世界へとつながるデジタルシフトの試みが素晴らしい。DAOの仕組みを用
いた仲間づくり、地域づくりのとても良いお手本だと思います。また、他の地域への参考となるアイデアに
も富んでいると感じました。
　デジタル技術はあくまでツールであり、信頼し、幸せを補完し合う地域を超えたコミュニティづくりを
しっかりと見定め、実践している点も評価に値すると考えました。

審査講評

評価のポイント
▶ web3、NFT、DAOを活用した地域コミュニティの維持と拡大。
▶ デジタル関係人口の創出と地域住民との双方間のウェルビーイングの促進。

総務大臣賞

審査委員のコメント

取組の概要

　地域が消滅するという危機感のもと、震災以降、山古志住民とともに絶え間な
い挑戦を続けてきてくれた方々のように、山古志に共感する地域外の人 ＝々｢仲間｣
であることを認める仕組みを構築したいと考え、たどり着いたのが｢NFT｣でした。
NFT発行当初、私たち山古志地域には専門的な知識はなく、手探りの挑戦でした
が、世界中の｢デジタル村民｣の知恵を借りながら、ともに“私たち”の新たな村づく
りに挑戦しています。

審査による現地調査でのヒアリング対象者

竹内 春華さん
［山古志住民会議 代表］

＠RYUさん
［山古志DAO/ネオ山古志村 山古志デジタル村民］ 

＠fukudaoriginalさん
［山古志DAO/ネオ山古志村 山古志デジタル村民］ 

取組のKEY PLAYER

世界へのつながりを創出する画期的なアイデア。

デジタル村民とともに、新たな村づくりへ。

ykxotkx’s works｢Carp and Seasons｣（左）、NishikigoiNFT：Okazz‘s works ｢Colored Carp｣（右上）、raf’s works ｢Generative patterns NISHIKIGOI｣（右下）

竹内 春華さん
[山古志住民会議 代表]

新潟県長岡市

令和５年度過疎地域持続的発展優良事例表彰リーフレットより転記

全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま
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10.23追悼式。

07 08

NFT×限界集落 ～デジタル村民と挑戦する新たな村づくり～

山古志住民会議/ネオ山古志村
（山古志DAO）

やま こ し

　人口約800人の地域から、世界へとつながるデジタルシフトの試みが素晴らしい。DAOの仕組みを用
いた仲間づくり、地域づくりのとても良いお手本だと思います。また、他の地域への参考となるアイデアに
も富んでいると感じました。
　デジタル技術はあくまでツールであり、信頼し、幸せを補完し合う地域を超えたコミュニティづくりを
しっかりと見定め、実践している点も評価に値すると考えました。
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取組の概要

　地域が消滅するという危機感のもと、震災以降、山古志住民とともに絶え間な
い挑戦を続けてきてくれた方々のように、山古志に共感する地域外の人 ＝々｢仲間｣
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富山県朝日町
あさ ひ まち

　持続可能な地域交通の確立が求められるなか、人も車も大切な地元の資源と捉え、住民の自家
用車移動を活用し、同じ方向へ出かけたい移動ニーズとのマッチングを図る『共助型マイカー乗り
合い公共交通サービス』として取組を開始。
　｢移動｣という側面から全世代がメリットを享受できる仕組みを実現しているほか、地元交通事業
者も積極的に巻き込み、役割分担とサービスの差別化を図ることで、パイの奪い合いではなく共創
による事業運営を実現している。 

ご近所さんの安心感｢今日もよろしくね｣。

町内全地区で導入されているノッカル。今日もどこか
で運行中。

｢いつもありがとう｣｢こちらこそありがとう｣感謝の気
持ちはお互い様。

お客さんとの何気ない会話、いつの間にかドライバー
さんの楽しみに。

あさ ひ まち

09 10

気軽、手軽、みんな助かる！ノッカル！ 

朝日町MaaS実証実験推進協議会

　地元のタクシー会社を運行協力者としたシステムを国内で初めて実現したことは、素晴らしいの一語
に尽き、バス・タクシーとの使い分けが上手くいっている点も評価できます。
　多くの高いハードルを超えて実現したシステムですが、その後似たようなシステムがさまざまな地域で
実施されていると伺いました。
　町として常にノッカルを話題に挙げ、ドライバー同士で密な連携が図れるようになれば、ますますス
ムーズな利用を実現できるのではないでしょうか。

審査講評

評価のポイント
▶ 国内で初めて事業者協力型の自家用有償旅客運送を実現。
▶ コミュニティバス路線網も充実しており、空白地のタクシー、プラスノッカルの利用で、町の高齢者等
　のスムーズな移動に貢献。 

総務大臣賞

審査委員のコメント

取組の概要

審査による現地調査でのヒアリング対象者
山崎 富士夫さん 
［朝日町 副町長］

笹原 靖直さん 
［朝日町 町長］

畠山 洋平さん 
［朝日町次世代パブリックマネジメントアドバイザー ㈱博報堂］

笹原 靖直さん 
［朝日町 町長］

小谷野 黎さん 
［朝日町商工観光課
主事］

畠山 洋平さん 
［朝日町次世代パブリック
マネジメントアドバイザー
㈱博報堂］

大谷 和哉さん 
［朝日町商工観光課 課長］

坂藤 未知祐さん
[朝日町商工観光課 主幹]

小谷野 黎さん 
［朝日町商工観光課 主事］

住吉 嘉人さん 
[朝日町みんなで未来！課 課長]

寺崎 壮さん
 [朝日町みんなで未来！課 課長代理]

林 絵美さん 
[朝日町みんなで未来！課 主査]

取組のKEY PLAYER

自治体と企業の連携が、高齢者の移動問題を解決。

　真に必要なローカルサービスとして誕生したのがこの仕組み。同様の課題を抱える全
国の多くの地域で、カスタマイズされながら幅広く活用されることを切に願っております。

同じ課題を抱える地域でも、広く活用されてほしい。（笹原）

　地域の現状や将来に合わせて地域交通を再編集・再構築しようという｢官民共創｣
の取組です。議論を重ねて動き続けた結果、産声を上げることができました。 

官民共創で未来の朝日町を創造していきたい。（畠山）

　住民の心に根付く“お互い様の気持ち”に着目し、サービスを形にしました。 地域コ
ミュニティ内で地道な説明を繰り返すことで、徐々に浸透してきたと実感しています。 

“お互い様の気持ち”が、サービスを実現に導いた。（小谷野）

｢足元に気を付けて｣ドライバーさんのちょっとした気遣い。

富山県朝日町
あさ ひ まち

団体名　　　朝日町MaaS実証実験推進協議会
所在地　　　〒939-0793 富山県下新川郡朝日町道下1133
連絡先　　　ＴＥＬ：0765-83-1100
　　　　        E-mail：syouko@int.town.asahi.toyama.jp　
　　　　        URL：https://www.town.asahi.toyama.jp/index.html

自治体・団体の詳細は
こちらからご覧いただけます。

富山県朝日町
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